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研究成果の概要（和文）： 中高生を対象としたメンタルヘルスについて大規模な疫学調査を実

施した。年齢が増加するにつれてうつ状態を有する生徒は増加し、12.5％の高校生が気分の落

ち込みを訴えた。また精神病様体験やいじめの問題、携帯電話の夜間使用とメンタルヘルスと

の関係についても明らかにした。早期介入における中高生を対象としたメンタルヘルスの取り

組みを政策的に進めていくことが重要である。 
 
研究成果の概要（英文）：A large epidemiologic survey about the mental health was carried 

out for junior and senior high school students. The students in a depressed state 

increased in number as age increased. 12.5% of senior high school students 

complained of depressive feeling. Moreover, the survey revealed about psychotic-like 

experiences, problems of bullying, and about the relationship between mobile phone 

night-use and mental health in adolescence. It is important to advance the promotion of 

early intervention for the mental health of the junior and senior high school students 

more politically. 
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１．研究開始当初の背景 
未だ明らかにされていない日本の中高生、

とりわけ高校生のメンタルヘルスについて
明らかにする。 

 
２．研究の目的 
メンタルヘルスの実態を明らかにするこ

と。またメンタルヘルスに影響をもたらす可
能性の高い、いじめの問題や夜間の携帯電話
などの生活習慣に関して調査を行う。 
 
３．研究の方法 
大規模疫学調査を行い、実態の調査を行う。

調査には薬物使用やアルコールの問題、ある
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いはいじめや暴力の問題の調査を盛り込み
交絡要因を十分検討出来る内容とする。 
 

４．研究成果 
年齢が増加するにつれてうつ状態を有す

る生徒は増加し、12.5％の高校生が気分の落
ち込みを有することが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 中高生のアンケート調査結果；「この一
ヶ月間で、気が重く落ち込むことがありまし
たか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 中高生のアンケート調査結果；「現在、
『生きていても仕方がない』と考えています
か？」 
 
いじめに関する調査により年齢差と分布、

性差が明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 年齢別いじめ状況 
 
 
 
 
 
 
図 3 年齢別いじめ状況 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 中高生における誕生月別の精神病様体
験割合 
 
また精神病様体験は統合失調症の前駆症

状である可能性があることを出生季節性を
調べることで証明した。 
いじめの問題、携帯電話の夜間使用とメン

タルヘルスとの関係について国際的にも初
めて明らかにした。身体的な不調を訴える生
徒をリクルートするために教育委員会と学
校とを結ぶ早期精神疾患専門の特殊外来を
整備し機能させた。以上の研究はいずれもハ
イインパクトな国際誌に掲載された。今後は
さらに生活習慣の改善や早期発見に関する
分野において、高校生のメンタルヘルスに対
する教育的な取り組みを発展させたい。 
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